
被災者の生活向上と持続可能な復興まちづくりをめざして
「みやぎ復興まちづくり交流集会 パート２」

プログラム

加納　　保小泉地区の明日を考える会事務局長 氏
1 気仙沼市本吉地域小泉地区の防災集団移転事業等の取組

小椋　正博石巻住まいと復興を考える会連絡協議会 氏
2 石巻市の市街地と住まいの復興の取組

小林　典明東松島市復興政策部参事兼復興都市計画課長 氏
3 東松島市における復興まちづくりの取組

北蒲生のまちづくりを考える会 笹谷　由夫氏
4 仙台市宮城野区北蒲生の現地再建と蒲生干潟保全をめぐる取組

金子　隆一山元町住民 氏
5 山元町の復旧・復興事業の現状

報　　告

意見交換

開催主旨 東日本大震災復旧・復興支援みやぎ県民センター

【主　催】　東日本大震災復旧・復興支援みやぎ県民センター　仙台市青葉区大町2丁目 5-10-305  TEL 022-399-6907 
【後　援】　宮城県生活協同組合連合会
【問合せ】　電話090-2026-5902　E-mail kaze.fuku@nifty.com 　担当／福島

　東日本大震災から4年目の春を迎えましたが、トップダウンの高台移転・
集団移転、そして巨大防潮堤ありきからスタートした「復興まちづくり」は、
いま大きな岐路にさしかかっています。
　周知のように、建設工事の集中が事業費高騰と入札不調をひき起し、
被災地からの人口流出による復興まちづくり計画の見直しが相次ぎ、未だ
に復興の目標すら定まらない被災地もあり、復興の大幅な遅延が懸念され
ます。また同時に、基盤整備事業後の状況が持続可能なまちづくりと大き
く乖離するのではないかと指摘されているケースもあります。さらに住民の
総意形成に留意している復興とその過程をふまないケースとでは、その進
捗に大きな開きが見られるようになっています。
　今回の集会は、被災の規模も復興まちづくりの内容も異なる県内各被災
地の取組のご紹介を頂きながら、あらためて「被災者主体・コミュニティ
再生なくして復興なし」や「住民合意の計画なくして事業なし」への道筋と、
持続可能な復興まちづくりへの展望を明らかにしたいと考えております。お
忙しいとは思いますが是非ご参加下さいますようお願いいたします。

東日本大震災復旧・復興支援みやぎ県民センター代表　綱島　不二雄

仙台市青葉区一番町 2-9-18  TEL 022-223-1001 ㈹
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仙台弁護士会館

・JR仙台駅より徒歩15分
・市営バス（870、875、876、877、880、899系統）
  バス停「晩翠草堂前」下車徒歩３分
・お車の場合、会場に駐車場はありませんので、有料駐車場を
　ご利用ください。

アクセス


